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婦 血 及 び非妊婦 血 を用い ，並繭 と血 球とを分離 して測定

した結果 に よ れば ，從來 の 成績 と同 じ くE は 大部分．血清

．
申 に存在す る よ うで あ る．

　 （2＞　正 常 月經周期婦人 の 」血中　Estrogen　分劃 ：性
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア
周 期 の 推 移 に伴 い ，尿 中 E 量 並 び に そ の 分劃が變動す る

こ とは すでに知ら れて い る が ， われわれは 尿巾E 分劃と

平 行 して 血 液中の そ れを追求 した．卵胞期 に は一般に低

値 を 示 し，排卵期及 び 黄體完成期 には高値 を示す．遊離

EO 分劃 の 變動 は 比較的少な く，排卵期 には 遊離 並 び に

蛋白結合の ED ，蛋白結合 EO 及 び 遊離 ET の 増加が 認

．め ら れ る．

　 （3）　妊娠時 に お け る血 中 Estrogen 分 瀏 ：Verdh −

uis の報告 とぼ ぼ 同様の 成績をえた．妊娠によ る血 申 E

は 漸増し，　妊娠 4 〜5 カ 月では 總 量 が ほ 玄 S．3 γ 110c¢

で ， そ の うち EO が 約半 分 を 占め ，
　 ET が EO の 半 量 ，

ED は そ れ よ りも少い ．　PbE はFE よ り多く， そ の 約
L’t3

は EO ，1
！3弱は ET で，　 ED は少な い ．妊娠10カ 月 蘭半

で は 總量 は ほ 曵 1．T　
A

／　t10ccで ， そ の 分講比及び FE と

PbE と の 比率は 妊娠前半期 とほ ぼ 同様 で あ る．妊娠時

に は 正常性周期 に おけ る排卵及 び 黄體完成期の 分劃 ， 比

率 とぼ ぽ 逆 の 成績 を え た こ とは 興味深い 。

　 95．混合性腺刺激ホ ル モ ン に對す る Ta 皿nin 酸

の Maxwell 効果

　　　　　（横濱中央）
冊

庄田芳 次郎 ，藤田 和 雄 ，

　　　　　　　　　　　落合茂穗

　 Tannin 酸 は ， そ れ 自體 で は性 腺刺戟作用 を 持 た ない

ガ，Gonadotropin とともに 興える と， そ の作用及 び持

續性 が強め られ る こ とが 認め られ て い る．Tannin 酸處

理 に よ る Maxwell 効果は ， 前葉性 Gonadotropin に

強 く認め られ るが，絨 毛性 Gonadotropin に封 して は

比 較的弱い と考 え ら れ て い る．私達 は 前葉性 Gonadot −

ropin と絨毛 性 Gonadotropin を 適當 比 に混 合 した 天

．然性混合性腺刺戟 ホ ル モ ン （P ．C ．Gn ） に Tannin 酸

を 結合せ しめ た Tannin 酸混合性 腺刺戟ホ ル モ ン （P ．
・C ．Gt） の 効果 を 觀察 した の で報告す る．

　 實驗成績

　 〔A 〕幼弱雌性 白鼠實驗

　 體 郵 5〜 609 の 幼弱 雌 性 臼．K　5匹 を 1 群 として ，

・
淀

量 （
i15〜40　i．u ．） の P ．C ．Gt 及 び P ．c ．Gn を 1 〜 ε 囘

に 分劃，皮 下及 び腹腔 内 に投 與 して ，性器重量，性周期．

卵集所見 に つ い て比 較 歡察 を試 み た．

　　（1） P ．C ．Gt で は 1 囘注射 で も分 劃注射でも，性器

に 對す る 効 果 に著 差 は 認 め られ な か っ た が ，
P ．C ．Gn で

aは 分劃注射の 方 が効 果 が 大で あ っ た．

　 （2） P．C．Gt は P ．C ．Gn に比 して 効果發現が 暹 れ る

が持績性 に勝 り，か っ 最大効果は 大であっ た．

　 （3＞ 腹腔注射で は P ．C ．Gt は P ．C ．Gn に比 して ，

性器 に 對す る刺戟効果が大で ， 兩G 聞 にお け る差異は著

明であ つ た．

　 〔B 〕 成熟家兎實驗

　 （1） 體重 2kg 以上 の 成熟雌性家兎 の 卵欒 に 出血 ， 撓

卵 を起 させ る の に要 す る P ．C ．Gn 量は ， 皮下 ， 經 口投輿

共 に P ．C．Gt量 の 1．5倍〜2 倍 を 要 した．

　 （幻　成熟雌 性 家兎 3 〜 5匹 を 1 群 として ， 2 群を使

用 し，爾 G150 〜 20ei．u ．を皮下 ， 靜脈， 腹腔内に投興

して，3 ， 5 ， 7，10 ， ユ2， 15 日 に 開腹して卵策効果 に

っ い て は 卵欒の 渡育状態 ， 出血 黄 體 の 數 を，子 宮 効 果 に

っ い て は 充血度 ， 筋層粘膜 の 肥大度及 び黄體反 應を比 較

觀 察 した ，

　卵集効果

　 （1） 皮下投與 の 場合，P．C ，Gt は P．C ．Gn に 比 して

効 果 發 現 が 遲 れ る が，持纃性 が 強 く ， 第 12〜第15日に お

い て もな お多數の 出血黄體を認 め た．

　 （2） 靜脈注射では 兩 G 間 に差異は殆ん ど 認 め られ な

か っ た．刺戟効果は 他 の 投與方法 に 比 して 最も早 くか つ

著 明 で あ つ た ．

　 （3） 腹腔投與にお い て は 兩 G 間｝こ著差が 認め ら れ ，

P ．C ．Gt では第 10日 目に お い て も多數の 出血黄體が認 め

られ た が，P ．C，Gn では全經過を通 じて多數 の 出血黄體

は殆ん ど認 め られな か っ た．

　 子宮効果

　 （1） 皮下投興 の場 合，粘膜 の 黄體反應は P．C．Gt で

は 第 工8〜22日に お い て も な お 第 皿期燉が 認 め られ た が ，

P ・C ・Gn では早期 に第 皿期像 に臺帚した．

　 （2） 靜脈投興 で は 兩 G 間 に差異が殆 ん ど認 め られ な

か っ た が，第 W 期縁 に近い 所見を示 し た．

　 （3） 腹腔投與では爾 G 間に著差が認め られ，P．C．Gt

で は第 皿期像 を 示 した が ，P．C ．Gn で は 第 皿期像を 示 し

た も の は な く， 第 5 日 1こ て すで に 第 1期像 に歸 レ た．

　 Tannin 酸混合 Gonadotropin は 天然混合 Gonad −

otropin に 比 して 卵集及 び 子宮効果 が強 く，持績性 も勝

つ て お り，か っ 經 口 投與 の 可能性 も認め られ た．

　 96．ク ロ ール プ ロ マ ジ ン （Cp．）の トロ ホ ブラ ス

トホル モ ン （T ．B ．H ．）作用 に及ぼす影響に つ い て

　　　　　　　　（徳島大）　
一
”

飯 田無 二 ，沖津　治

　從來 トロ ボ ブ ラ ス トホ ル モ ン （T ．B ．H 、） 臨牀慝用 に

つ い て 發表して きた が ， 今囘 T ．B．H ．の 作用機序解明の

一
手段 と して ク ロ ール プ ロ マ ジ ン （Cp，）を應用 して T ．
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